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9 章 仮設工 
 

9.1 仮締切工の積算区分について 

 

1  掘削土砂締切 

 

 

 

 

 

注）1. 原則として水深 0.3ｍ以下に適用する。 

  2. 締切高：ＬＷＬ＋0.3ｍ。 

  3. 水深 0.3ｍ以上であっても、河川幅広く河床土砂（含掘削土砂）集積することにより締切目的を達せられる

場合には、本方法によるものとする。 

 

2  河川切替（瀬替） 

地形並びに付近の状況等一時的に流水を流下させることが可能な場合であり、通水断面は工事期間

中の平水量を対象とする。 

3  函樋排水工 

（適用範囲）積ブロック工、コンクリート擁壁工その他これに類するもの。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）1. 原則として河幅が 2.Oｍ以下で、かつ、小流量の場合に適用する。 

  2. 函樋の断面は現河川のＬＷＬ以下の流水断面の 7割程度とする。 

  3. 函樋延長 20ｍ毎に間仕切土のう締切を計上する。 

（函樋断面図） 

ｂ 

Ａ＝ａ㎡×0.7＝ｂ×ｈ（㎡） 

 

ｈ 

2.0ｍ 

2.0ｍ 

2.0ｍ 

ℓｍ 

護 岸 

2.0ｍ 

土砂 

ｂ 函樋 

ｈ 

土のう締切断面（間仕切） 

2.0ｍ程度 

ＬＷＬ以下の流水断面(ａ㎡) 
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4  土のう締切 

（適用範囲）積ブロック工、コンクリート擁壁工その他これに類するもの。 

  原則として水深 0.3ｍ以上で、流況等が安定しており、かつ、工事期間の短いもの。 

（1） 片側護岸 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）1. 締切位置は地盤線と床掘線の交点より 0.5ｍのところで、かつ、その位置の水深が原則として 0.3ｍ以上あ

る場合に計上する。 

  2. 瀬替工（流水を新たに仮排水路を設置して流下させる場合）を行う場合は、瀬替した後の締切位置の水深が

0.3ｍ以上の場合に計上する。 

 

（2） 両側護岸 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）1. この適用は上記（1）注）1. にあてはまり、かつ、河川中央に 1列で締切れる場合である。 

  2. 低水幅が 2ｍ＜ℓ≦5ｍ程度の場合とする。 

  3. 低水幅が 5ｍ以上で河床土砂（含掘削土）を集積することにより、締切目的を達せられる場合には掘削土砂

等締切とする。 

 

5  鋼矢板締切 

（1） 適用範囲 

① 原則として他の工法が適さない場合に適用する。 

② 流況等が不安定で、かつ工事期間の長いもの。 

③ 流況等が安定していても囲い締切を必要とするもの。 

（2） 鋼矢板の使用区分 

鋼矢板の使用区分及び分類別の使用に当っては、現場条件及び矢板に作用する外力等を考慮し決

定する。 

 

0.5 
0.3ｍ以上 
（水深） 

土のう（または鋼矢板） 

LWL＋0.3ｍ 

LWL 

0.3ｍ以上（水深） 

土のう 
（または 

鋼矢板） 

LWL＋0.3ｍ 

LWL 

2ｍ＜ℓ≦5ｍ 
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9.2 土留・仮締切工 

 

9.2.1 土留・仮締切工 

 

1  適 用 

土留（親杭横矢板工法、鋼矢板工法）、仮締切（一重締切、二重締切）、路面覆工等の仮設工に適

用する。 

2  矢板工 

（1） 数量算出項目 

矢板工の延長、枚数、質量を区分ごとに算出する。 

（2） 区 分 

区分は、施工箇所、規格、矢板長（Ｈ形鋼長）とする。 

1） 数量算出項目及び区分一覧表 

区分 

項目 

施工 

箇所 
規 格 

矢板長 

(Ｈ形鋼長) 
単位 数 量 備 考 

延 長 

○ ○ ○ 

ｍ   

枚 数 

（本数） 

枚

(本) 
  

質 量 ｔ   

注） （ ）書きは、Ｈ形鋼に適用する。 

 

2） 施工箇所区分 

施工箇所（ブロック）ごとに区分して算出する。 

3） 規格及び矢板長（Ｈ形鋼長）区分 

矢板（Ｈ形鋼）の材質、型式、１枚当り長さ（1本当り長さ）ごとに区分して算出する。 

なお、親杭（中間杭）に使用するＨ形鋼は、杭用（生材）を標準とする。 

 

（3） 数量算出方法 

数量の算出は、「1章 基本事項」によるほか次の方法によるものとする。 

1） 枚 数 

施工枚数は、鋼矢板の中心線の長さを 1枚当りの幅で除した値とし、小数以下の端数は切上げ

て整数にまとめるものとする。 

なお、施工場所から矢板置場までの距離について、30ｍ以内の場合と 30ｍを超える場合毎に区

分して算出する。 

2） 継手数 

継矢板を施工する場合は、矢板（Ｈ形鋼）の規格毎に、1枚（本）当り継手数（箇所）について

も算出する。 
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3） 質量 

施工質量は、次式により算出するものとする。 

 施工質量＝矢板長(Ｈ形鋼長)×単位質量×施工枚数(本数) 

◎ 鋼矢板の施工質量算出例 

  施工延長Ｌ=23.6ｍ、  Ⅲ型 Ｈ＝10ｍ／枚の場合 

  施工質量＝35.4ｔ 

  23.6ｍ÷0.4ｍ／枚＝59枚 

  10ｍ／枚×0.06ｔ／ｍ×59枚＝35.4ｔ  

 

4） 打込長または圧入長及び引抜長を、施工箇所（ブロック）ごとに算出する。 

また、打込長または圧入長に対する最大Ｎ値または各地層ごとの加重平均Ｎ値も算出する。 

＜参考＞ 

型 式 単位質量(kg／ｍ) 幅(㎜) 

ＳＰ－Ⅱ 48.0 400 

ＳＰ－Ⅲ 60.0 400 

ＳＰ－Ⅳ 76.1 400 

ＳＰ－ⅡＡ 43.2 400 

ＳＰ－ⅢＡ 58.4 400 

ＳＰ－ⅣＡ 74.0 400 

ＳＰ－ⅤＬ 105.0 500 

ＳＰ－ⅥＬ 120.0 500 

ＳＰ－Ⅱw 61.8 600 

ＳＰ－Ⅲw 81.6 600 

ＳＰ－Ⅳw 106.0 600 

Ｈ－200 49.9 ― 

Ｈ－250 71.8 ― 

Ｈ－300 93.0 ― 

Ｈ－350 135.0 ― 

Ｈ－400 172.0 ― 

 注）１．鋼矢板は、ラルゼン型である。 

   注）２．Ｈ形鋼は、杭用（生材）である。 
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3  仮設材設置撤去工 

（1） 数量算出項目 

切梁、腹起し、タイロッド、横矢板、覆工板、覆工板受桁等の数量を区分ごとに算出する。 

（2） 区 分 

区分は、施工箇所、規格とする。 

1） 数量算出項目及び区分一覧表 

区分 

項目 
施工箇所 規 格 単位 数 量 備 考 

切梁・腹起し  ○ ｔ   

タイロッド・腹起し  ○ ｔ   

横矢板 ○ ○ ㎡   

覆工板  ○ ㎡   

覆工板受桁  ○ ｔ  設置面積 700 ㎡を超える場合 

覆工板受桁用桁受  ○ ｔ  設置面積 700 ㎡を超える場合 

 

2） 施工箇所区分 

施工箇所（ブロック）ごとに区分して算出する。 

3） 規格区分 

仮設材の材質、型式、寸法等ごとに区分して算出する。 

 

（3） 数量算出方法 

数量の算出は、「1章 基本事項」によるほか次の方法によるものとする。 

1） 切梁・腹起し等 

切梁・腹起し等の質量は、下表の算出方法により算出する。 

部材名 部品名 質量算出方法 備考 

主部材 
切梁、腹起し、 

火打梁、補助ピース 
積上げ 

キリンジャッキ・火打受ピース

(火打ブロック）の長さに相当す

る部材長の質量を控除すること。 

副部材 

（Ａ）  

隅部ピース、交差部ピース、カバ

ープレート、キリンジャッキ、ジ

ャッキカバー、ジャッキハンド

ル、火打受ピース、腰掛金物、（火

打ブロック）  

主部材質量 

×0.22 

(0.67) 

キリンジャッキ・火打受ピースの

長さは、どちらも 50 ㎝とする。 

火打ブロックを使用する場合は、

（ ）内の値とする。 

副部材 

（Ｂ）  
ブラケット、ボルト、ナット  

主部材質量 

× 0.04  

(0.06)  

1 回毎全損とする。 

火打ブロックを使用する場合は、

（ ） 内の値とする。 

注） 運搬質量については、主部材、副部材（Ａ）（リース材）について計上するものとし、副部材（Ｂ） 

（1 回毎全損とするもの）については運搬質量として計上しない。 

 

2） タイロッド 

タイロッドの質量は、本体、タンバックル、リングジョイント及び定着ナットの合計とする。 
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3） 横矢板 

横矢板の数量は、横矢板を施工する壁面積を算出する。なお、規格には、横矢板厚を表示する

こと。 

 

4） 土留め・締切概念図 

 

＜参考＞ 

 

 

Ｈ形鋼（加工材）の単位質量 

規 格 単位質量(kg／ｍ) 

200 型 55.0 

250 型 80.0 

300 型 100.0 

350 型 150.0 

400 型 200.0 

 

 

 

 

 

 

 

№ 部材名称 

1 腹起し 

2 切 梁 

3 火打梁 

4 隅部ピース 

5 火打受ピース 

6 カバープレート 

7 キリンジャッキ 

8 ジャッキカバー 

9 補助ピース 

10 自在火打受ピース 

11 土圧計 

12 交叉部ピース 

13 交叉部Ｕボルト 

14 締付用Ｕボルト 

15 切梁ブラケット 

16 腹起し部ブラケット 
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5） 二重鋼矢板締切概念図 

 

 

 

№ 部材名称 

1 外側鋼矢板 

2 掘削側鋼矢板 

3 タイロッド 

4 タイロッド取付用腹起し 

5 ナット 

6 ワッシャー 

7  腹起し 

8  火打梁 

9  火打受ピース 
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9.2.2 土のう締切工 

 

1  適 用 

土のうによる締切工に適用するものとする。 

2  数量算出項目 

土のう締切延長、土量を算出する。 

3  区 分 

区分は、規格、段数、施工、転用回数とする。 

（1） 数量算出項目及び区分一覧表 

区分 

項目 
規 格 段 数 施 工 

転 用 

回 数 
単 位 数 量 備 考 

土のう締切 ○ ○ ○ × ㎥  中詰土：地山土量 

大型土のう締切 ○ ○ ○ ○ 袋  中詰土：ほぐした土量 

中詰土 × × × × ㎥   

 

 

（2） 段数区分 

 

土のうタイプ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

段数（仮締切工高さ）区分は次のとおりとする。 

タイプ 仮締切工高さ区分 

 

小口タイプ 

側面タイプ 

 

0.00＜ H ≦0.13 

0.14≦ H ≦0.26 

0.27≦ H ≦0.39 

0.40≦ H ≦0.52 
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大型土のうタイプ 

 

 

 

 

 

 

 

注）1. 土のう袋規格は化学繊維製のＬ＝62 ㎝、Ｂ＝48 ㎝とする。 

  2. 土のう１袋当りの詰土量（Ｖ）＝0.020㎥とする。 

  3. 標準的な土のうの寸法は１袋当り有効高さ(H)=13cm、有効積幅(B)=35cm、有効積長(L)=45cm とする。 

  4. 大型土のうは、1 袋当り 1.10ｍ(幅)×1.10ｍ（高さ）により必要数量を算出する。 

  5. 大型土のうに使用する中詰土を本線から流用する場合は、本線土工掘削量から中詰土量を控除する。 

  6. 中詰土は現場の有材を使用した場合のものであり、土砂が現地に無い場合は別途考慮のこと。 

7． 大型土のうの中詰土量は、ほぐした土量で算出し、残土として搬出する場合は、地山土量に換算する。 

8.  大型土のうは、耐候性を標準とし、耐用年数については工程を考慮し適切に選択すること。 

9． 転用回数の制限はないが、受注者の責によらない現場条件等により、転用できないと判断できる場合は必

要に応じて設計変更すること。 

 

（3） 施工区分 

施工区分は、次のとおりとする。 

① 土のう 

施工区分 

仕拵え～設置～撤去 

仕拵え～設置 

撤去のみ 

 

  ② 大型土のう 

施工区分 

製作～設置 

製作 

設置 

撤去 

 

4  数量算出方法 

数量の算出は、「1章 基本事項」によるものとする。 

 

1 段積み 2 段積み 
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9.3 水替工 

 

1  適 用 

仮設工のうち水門、樋門、樋管、橋台、橋脚、護岸、砂防えん堤などの水中締切、地中締切の排水

工事に適用するものとし、ダム本体工事などの大規模工事には適用しない。 

2  数量算出項目 

締切排水の水替日数を区分ごとに算出する。 

3  区 分 

区分は、排水量、排水方法、全揚程とする。 

（1） 数量算出項目及び区分一覧表 

区分 

項目 
排水量 

排 水 

方 法 
全揚程 単位 数 量 備 考 

水替日数 ○ ○ ○ 日   

（2） 排水量区分 

排水量による区分は、次のとおりとする。 

排水量区分 

排水量が 30 ㎥／h 未満 

かつ全揚程 10ｍ以下の場合 

左記に該当せず、 

全揚程 15ｍ以下の場合 
 全揚程 15ｍ超え 

0 以上 6 ㎥／h 未満 0以上 40 ㎥／h 未満 流量を明記する 

6 以上 30 ㎥／h 未満 40 以上 120 ㎥／h 未満 

 120 以上 450 ㎥／h 未満 

 450 以上 1,300 ㎥／h 未満 

（3） 排水方法区分 

方法による区分は、次のとおりとする。 

排水方法区分 
作業時排水 

常時排水 

1） 作業時排水 

作業時排水とは、作業前（1～3時間）から排水し始めて作業終了には排水を中止する方法をい

う。なお、作業時排水にはコンクリート打設前後の型枠組立養生などのため、一時的に昼夜排水

するものも含む。（防寒養生等に必要な日数は別途加算すること。） 

 

2） 常時排水 

常時排水とは、昼夜連続的に排水する方法をいう。 

（4） 全揚程区分 

全揚程による区分は、次のとおりとする。 

全揚程区分 

10ｍ以下 

15ｍ以下 

15ｍを超えるもの 

注）全揚程が 15ｍを超える場合、全揚程を算出する。 
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4  数量算出方法 

数量の算出は、「1章 基本事項」によるほか、次の方法によるものとする。 

（1） 水替日数 

①  水替日数は、土工・コンクリート工・護岸工・仮設工（足場・支保等）等、水没することによ

り作業に支障が生じる工種(細目)の施工に要する日数とし、作業日当り標準作業量等により算

定する。 

②  工事工程を検討し、並行作業となる内容については控除すること。 

③  水替えの対象とする範囲については、現場条件等を考慮して十分検討すること。 

④  水替えの対象水位は、低水位以下を標準とする。ただし、施工時期等を勘案し、適切な水位と

すること。 

 

（2） 排水量 

排水量の算出にあたっては、工事締切延長(全延長の意味でない)について透水量を算定し、そ

れを排水するに要するポンプ規格及び台数を算定する。 

 

Ｑ＝ｑ・ℓ（㎥／sec） 

ｑ＝ 
Ｋ（Ｈ２－ｈ２） 

２Ｌ 

 Ｑ：透水量（㎥／sec） 

 Ｋ：透水係数（ｍ／sec） 

 Ｌ：川岸（水ぎわ）より、床掘箇所までの距離（ｍ） 

  Ｈ：Ｌ．Ｗ．Ｌと床掘線までの水位差（ｍ） 

 ｑ：単位長へ流入する量（㎥／sec・ｍ） 

 ℓ ：締切の 1区切延長（ｍ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

Ｈ 

Ｌ 

ｈ 

浸潤線 
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使用上の注意すべきこと 

1. 上式は水替ヶ所より片側からのみ浸透水のあるものと仮定した場合のｑであるので 1／2 であ

る。ゆえに両側からの浸透水ありと判断されるときは 1／2しないこと。 

2. 水替のため、矢板等を打込む場合は、上式はそのままあてはまらない。 

3. 背後地に地下水の有無、透水係数については現地の土質等に応じて考慮すること。 

4. ｈ＝0すなわち水は完全に排水されることを前提とすること。 

5. 透水係数の一応の目安は下表のとおり。 

表 2 標準透水係数 

 粘 土 沈 泥 微細砂 細 砂 中 砂 粗 砂 小砂利 

粒径（㎜） 0～0.01 0.01～0.05 0.05～0.1 0.1～0.25 0.25～0.5 0.5～1.0 1.0～5.0 

Ｋ(m／sec) 3×10-8 4.5×10-6 3.5×10-5 1.5×10-4 8.5×10-4 3.5×10-3 0.03 

 

   

（参考資料） 

一般に透水量の算定はむずかしく、工事施工箇所並びに各河川の河床材料及び状態も異なるので、

一般的に定められていないが、透水層が河床材料である場合は透水係数を小砂利 0.03ｍ／secと設

定し、一応の目安として、次表を参照し算定する。 

表 3 単位当りの透水量 ｑ㎥／min     (60×ｑ㎥／sec) 

H-h(m) 

L(m) 
0.6 0.7 0.8 0.9 1.0 1.1 1.2 1.3 摘要 

30 1.1×10-2 1.5× 1.9× 2.4× 3.0× 3.6× 4.3× 5.1× 各欄×10-2 

を省略して

いる 
50 0.6×10-2 0.9× 1.2× 1.4× 1.8× 2.2× 2.6× 3.0× 

70 0.4×10-2 0.6× 0.8× 1.0× 1.3× 1.5× 1.8× 2.1× 

100 0.3×10-2 0.4× 0.6× 0.7× 0.9× 1.1× 1.3× 1.5× 

 

H-h(m) 

L(m) 
1.4 1.5 1.6 1.7 1.8 1.9 2.0 摘要 

30 5.9×10-2 6.8× 7.7× 8.7× 9.7× 10.8× 12.0× 各欄×10-2 

を省略している 50 3.5×10-2 4.0× 4.6× 5.2× 5.8× 6.5× 7.2× 

70 2.5×10-2 2.8× 3.2× 3.6× 4.1× 4.5× 5.0× 

100 1.8×10-2 2.0× 2.3× 2.4× 2.9× 3.2× 3.6× 

 

 [計算例] 

L＝30ｍ Ｈ－ｈ＝2.0 とすると、単位当り透水量表により 

単位当り透水量 12×10-2が定まる。しかるに排水計画延長 ℓ＝50ｍとすると、 

12×10-2×50＝6㎥／min 6㎥／min×60＝360㎥／ｈとなる。 
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 地下水位低下の式による算定 

(a) 地下水位低下の公式、任意の井戸の地下水位低下量と揚水量の関係は、次の公式がある 

が、ウェルポイント設計に当っては、現場条件に適合した公式によって地下水位低下量及 

び揚水量を算出する。 

    ア） 自由地下水からの井戸の揚水量 

     (ⅰ) 井底が不透水層にまで達する場合（図-１） 
 

Ｑ＝ 
π・κ（Ｈ２－h０

２） 

2.3log 10（R／r０） 
 

       ここに、Ｑ：揚水量（㎥／min）      r０：井戸の半径（ｍ） 

           h０：井戸の水深（ｍ）       Ｈ：原地下水深（ｍ） 

           κ：透水係数（ｍ／min）      R：影響半径（ｍ） 

           ｔ：井戸壁長（ｍ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     (ⅱ) 井戸が不透水層に達しない場合（図-２） 

        この場合の井底と側壁から流入する時の算定式は、フォルヒハイマー（Forchheimer） 

       の式（1.2）による。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・（1.1） 

r０ 

2r０ 

不透水層 

原地下水位 

図-１ 不透水層に達している場合 

h０ 

Ｈ 

Ｒ 

・・・・・・・・・・・（1.2） Ｑ＝ 
π・κ（Ｈ２－h０

２） 

2.3log 10（R／r０） ・（ ） ・（ 
0.5 

）  
0.25 

2h０－t 

h０ h０ 

t+0.5r０ 

原地下水位 

2r０ 

図-２ 不透水層に達しない場合 

不透水層 

ｔ 

h０ 

Ｈ 

Ｒ 
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〔参考〕 

 ウェルポイント設計資料 

       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コロイド 粘土 シルト 
細砂 粗礫 細礫 中礫 粗礫 

コブル 
砂 礫 

 土粒子の径と排水工法の適用範囲（モアトレンチ社資料を修正） 

 
表-１ 係数ＣＳの値 

ＣＳ ろ 過 池 砂 の 状 態 

150 

116 

70 

60 

46 

均等な粒子の場合（極大値） 

細砂の緩く締まった状態 

細砂のよく締まった状態 

大小粒子混合（極小値） 

非常に汚れたとき 

 

表-２ 土粒子の径と透水係数 

土  質 土粒子の径（㎜） 透水係数（cm／s） 

微 細 砂 

細  砂 

中  砂 

粗  砂 

小 砂 礫 

    0.05～0.10 

    0.10～0.25 

    0.25～0.50 

    0.50～1.00 

    1.00～5.00 

    0.0035 

    0.015 

    0.085 

    0.35 

    3.0 

 

表-３ 揚水井戸の影響範囲（「土質調査法(1982)」より） 

土     質 影 響 半 径 

区  分 粒  径（㎜） Ｒ（ｍ） 

粗    礫 

礫 

粗  砂 

粗  砂 

粗  砂 

細  砂 

細  砂 

シ ル ト 

      ＞ 10 

   2   ～ 10 

   1   ～ 2 

   0.5  ～ 1 

   0.25 ～ 0.5 

   0.10 ～ 0.25 

   0.05 ～ 0.10 

   0.025 ～ 0.05 

       ＞ 1500 

    500 ～ 1500 

    400 ～ 500 

    200 ～ 400 

    100 ～ 200 

     50 ～ 100 

     10 ～  50 

     5 ～  10 

 

  

洗浄砂 

通
過
百
分
率
（
％
）
 

100 
90 
80 
70 
60 
50 
40 
30 
20 
10 

水中掘削工法 
または注入工法 

重力排水
工法では
長時間 
必要 

重力排水工法 

電気浸透
工法 

重力排水工法 
の限界 

粒 径（㎜） 

0.001  0.005  0.01       0.05 0.1      0.5  1        5  10         50  100 

5μm 75μm 425μm 2 ㎜ 4.75 ㎜ 19㎜ 75㎜ 

 

ウェルポイント工法 
あるいはバキューム 
ディープウェル工法 
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9.4 仮橋工 

 

1  適 用 

鋼製による 39ｍ以下の車道用仮橋及び歩道仮橋に適用する。 

2  数量算出項目 

仮橋上部、覆工板、高欄、型枠、コンクリート、基礎砕石の数量を区分ごとに算出する。 

3  区 分 

区分は、規格とする。 

（1） 数量算出項目及び区分一覧表 

区分 

項目 
規 格 単位 数 量 備 考 

上 

部 

工 

主桁・横桁 ○ ｔ  注）1 

覆工板 ○ ㎡   

単管パイプ（高欄） ○ ｍ   

基

礎 

工 

型 枠 ○ ㎡   

コンクリート ○ ㎥  基礎コンクリート 

基礎砕石 ○ ㎡  厚さ＝  ｍ 

注）1. 上部工の対象質量は、主桁、横桁の質量で、高力ボルトの質量は含まない。 

  2. 必要に応じて、基礎工の型枠、コンクリート、基礎砕石を計上する。 

 

（2） 規格区分 

仮設材の材質、型式、寸法等ごとに区分して算出する。 

 

4  数量算出方法 

数量の算出は「1章 基本事項」によるものとする。 
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5  参 考 

（1） 使用材料 

1） TL－10tの場合 

（1 橋当り） 

材 料 名 規   格 
単

位 

数      量 
摘   要 

L＝5.0m L＝7.5m L＝10.0m 

Ｈ桁鋼賃料 350×350×12×19 t   4.455  

Ｈ桁鋼賃料 300×300×10×15 t 1.674 2.232     

Ｈ桁鋼賃料 200×200× 8×12 t 0.599 0.798 1.098  

Ｈ桁鋼賃料 
300×300×10×15 

(山留材) 
t 1.000 1.000 1.000  

覆工板賃料 1000×2000×208 ㎡ 24.0 32.0 44.0  

【全損材】 

摩擦接合用 

高力ボルト 

F10T M22 L=70 組 24 24  0.56kg／組 

F10T M22 L=75 組   24 0.57kg／組 

アンカーボルト SS400 L=300mm kg 16 16 16 2.23kg／m 

【基礎工】 

型 枠 小型構造物 ㎡ 6.6 6.6 6.6 必要に応じ計上 

コンクリート (ｺﾝｸﾘｰﾄ規格） ㎥ 1.5 1.5 1.5 
基礎コンクリート 

必要に応じ計上 

切込砕石 φ80 ㎜級 ㎡ 6.1 6.1 6.1 必要に応じ計上 

（注 1） Ｈ形鋼の１現場当り修理費及び損耗費の区分は杭工（補助工法 有）とする。 

（注 2） 上表の使用材料を標準とするが、これによらない場合は必要に応じて別途計上すること。 
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2） TL－25tの場合 

（1 橋当り） 

材 料 名 規     格 単位 
数         量 

摘   要 
L＝5.0m L＝7.5m L＝10.0m 

Ｈ桁鋼賃料 400×400×13×21 t   5.676  

Ｈ桁鋼賃料 350×350×12×19 t  3.240       

Ｈ桁鋼賃料 300×300×10×15 t 1.674               

Ｈ桁鋼賃料 200×200× 8×12 t 0.599 0.798 1.098  

Ｈ桁鋼賃料 
300×300×10×15 

(山留材) 
t 1.000 1.000 1.000  

覆工板賃料 1000×2000×208 ㎡ 24.0 32.0 44.0  

【全損材】 

溝形鋼 200×80×7.5×11 t 0.093 0.093 0.093  

切 板 

切板エキストラ 

PL-12×145×268 t 0.015   スチフナー 

PL-12×168×310 t  0.020  スチフナー 

PL-12×192×356 t   0.026 スチフナー 

摩擦接合用 

高力ボルト 

F10T M22 L=60 組 8 8 8 0.53kg／組 

F10T M22 L=70 組 24   0.56kg／組 

F10T M22 L=75 組  24  0.57kg／組 

F10T M22 L=80 組   24 0.59kg／組 

アンカーボルト SS400 L=300mm kg 16 16 16 2.23kg／m 

【基礎工】 

型 枠 小型構造物 ㎡ 6.6 6.6 6.6 必要に応じ計上 

コンクリート (ｺﾝｸﾘｰﾄ規格） ㎥ 1.5 1.5 1.5 
基礎コンクリート 

必要に応じ計上 

切込砕石 φ80 ㎜級 ㎡ 6.1 6.1 6.1 必要に応じ計上 

（注 1） Ｈ形鋼の 1 現場当り修理費及び損耗費の区分は杭工（補助工法 有）とする。 

（注 2） 上表の使用材料を標準とするが、これによらない場合は必要に応じて別途計上すること。 
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3） 歩道の場合 

（1 橋当り） 

材 料 名 規     格 
単

位 

数     量 
摘   要 

L＝5.0m L＝10.0m 

Ｈ桁鋼賃料 300×300×10×15 t       2.046  

桁鋼賃料 200×200× 8×12 t 0.599   

Ｈ桁鋼賃料 
300×300×10×15 

(山留材) 
t 0.600 0.600  

覆工板賃料 1000×2000×208 ㎡ 12.0 22.0  

足場用単管パイプ 
STK500 φ48.6 

t=2.4mm 

ｍ 36.0 66.0  

ｍ 25.2 43.2  

単管パイプ総延長  ｍ 61.2 109.2  

単管パイプ設置対象延長  ｍ 12.0 22.0  

直交クランプ φ48.6 用 個 42 72  

Ｈ鋼クランプ φ48.6 用 個 28 48  

【全損材】 

溝形鋼 200×80×7.5×11 t  0.047  

切板・切板エキストラ PL-12×145×268 t  0.007 スチフナー 

摩擦接合用 

高力ボルト 

F10T M22 L=60 組  4 0.53kg／組 

F10T M22 L=70 組 16 16 0.56kg／組 

アンカーボルト SS400 L=300mm kg 11 11 2.23kg／m 

【基礎工】 

型 枠 小型構造物 ㎡ 4.2 4.2 必要に応じ計上 

コンクリート (ｺﾝｸﾘｰﾄ規格） ㎥ 0.9 0.9 
基礎コンクリート 

必要に応じ計上 

切込砕石 φ80 ㎜級 ㎡ 3.7 3.7 必要に応じ計上 

（注 1） Ｈ形鋼の 1 現場当り修理費及び損耗費の区分は杭工（補助工法 有）とする。 

（注 2）  上表の使用材料を標準とするが、これによらない場合は必要に応じて別途計上すること。 
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（2） 工事用車道標準図 

10 tf Ｗ＝4.00ｍ Ｌ＝5.0ｍ 
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